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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成23年7月21日(2011.7.21)

【公表番号】特表2010-530307(P2010-530307A)
【公表日】平成22年9月9日(2010.9.9)
【年通号数】公開・登録公報2010-036
【出願番号】特願2010-513336(P2010-513336)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  35/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/70     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  11/05     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  35/08    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  35/08    　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｊ  35/10    ３０１Ａ
   Ｂ０１Ｊ  29/70    　　　Ｍ
   Ｃ１０Ｇ  11/05    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月3日(2011.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実質的に不活性な芯部と
　前記芯部の周りの活性な触媒鞘部とからなり、
　前記触媒鞘部がゼオライト触媒とマトリックスとを含むことを特徴とする流動化可能な
分解触媒。
【請求項２】
　前記実質的に不活性な芯部が、少なくとも一種のムライトまたはα－アルミナを含む請
求項１に記載の流動化可能な分解触媒。
【請求項３】
　前記ゼオライト触媒が、前記活性な鞘部中で系内結晶化され、３０～７０重量％の前記
触媒を含む請求項１又は２に記載の流動化可能な分解触媒。
【請求項４】
　前記活性な鞘部がバインダーにより前記マトリックス中に導入されたゼオライト触媒を
含む請求項１～３のいずれか一項に記載の流動化可能な分解触媒。
【請求項５】
　前記活性な鞘部が金属類不動態化機能を有するアルミナを含んでいる請求項１～４のい
ずれか一項に記載の流動化可能な分解触媒。
【請求項６】
　触媒的に活性な鞘部で覆われた触媒的に活性な芯部からなる流動化可能な分解触媒であ
って、前記芯部または鞘部の少なくとも一つがゼオライト触媒とマトリックスを含み、
　前記芯部または鞘部の少なくとも一つが前記芯部または鞘部内で系内生成されたゼオラ
イトを含むことを特徴とする流動化可能な分解触媒。
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【請求項７】
　前記芯部がゼオライト触媒とマトリックスを含み、前記触媒の４０～２０，０００オン
グストローム直径の範囲の空孔に対するＨｇ空隙体積が０．３０ｇｍ／ｃｃより大きい請
求項６に記載の流動化可能な分解触媒。
【請求項８】
　前記活性な鞘部が金属類不動態化機能を有するアルミナを含む請求項６または７に記載
の流動化可能な分解触媒。
【請求項９】
　前記外側の鞘部がゼオライトとマトリックスとを含む請求項６～８のいずれか一項に記
載の流動化可能な分解触媒。
【請求項１０】
　流動化触媒分解条件下で、炭化水素供給原料を、請求項１～９のいずれか一項に記載の
流動化分解触媒に接触させることを特徴とする分解方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
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【表４】
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